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１．研究の目的 

本研究の目的は，世界各地で計画・建設されつつある新しい形態を有する超高層建物，超々
高層建物の周辺気流性状を，統括的に整理して，建物形態と周辺気流性状との関係を明らかに
し，この種の建物建設による都市環境を合理的に評価する手法の開発に寄与しようとするもの
である。拠点内研究担当者らは「新しい形態を有する超高層建築物の耐風設計手法に関する研
究」の課題で，国土交通省・建設技術研究開発助成制度に平成２０年度，平成２１年度の２年
間採択され，正方形角柱，長方形角柱などの基本建物形状の他に，正方形角柱の隅角部形状を
変化させた隅切り・隅欠き模型，傾斜模型，湾曲模型，テーパー付模型，螺旋状のヘリカル模
型，セットバック模型，開口付模型，あるいはこれらを複合した複合模型など，断面形状等の
種々異なる超高層建物模型を用いて風力実験，風圧実験を行い，建物に作用する風圧，風力特
性を統括的に評価した注)。 

その後，研究代表者とも協力して，多角形柱などの模型を含めて実験を追加し，合計４５の
超々高層建物模型について，統括的な風圧，風力，風応答性状の検討を継続している。その結
果，多くの不整形建物において風力，特に超高層建物の設計で重要となる風直交方向力が低減
することが明らかとなった。 

ところで，超高層建物や超々高層建物を建設する場合には，建物周辺の風環境に関するアセ
スも，実務上避けて通れない問題となる。したがって，風力や風応答特性だけでなく，これら
種々の形状を持つ超々高層建物模型周辺の，地上付近の風速分布性状を明らかにしておくこと
は，風工学上極めて重要な課題と言える。本研究では，当該研究拠点の有する４０体以上の超々
高層建物模型と，大型境界層風洞を用いて，建物周辺における風速分布性状を明らかにするこ
とを目的としている。 
 

２．研究の方法 

 本研究は平成２５年度から平成２６年度の２年間で計画されており，初年度の平成２５年度
は，現有する図１の実験模型（実高さ４００ｍ，幾何学的縮尺１／１０００）のうち，３１模
型を対象として，東京工芸大学の大型乱流境界層風洞と多点風速計測システム（サーミスタ風
速計）を用いて，建物周辺部の地表付近（実高さ５ｍ相当)に測定点を密に設け，１０分間相当
の平均風速を１６風向について計測し，風速分布性状を詳細に検討した。 

 最終年度となる平成２６年度には，今年度得られた研究成果を基に，変動風速測定などを追
加するとともに，建物周辺の風環境に対して有利な建物形状等についても検討する予定である。 
 
 
注）  
田村幸雄（代表）, 中井政義, 大竹和夫, 小鹿紀英, 山脇克彦, 人見泰義, ｢新しい形態を有す
る超々高層建築物の耐風設計手法に関する研究｣, 国土交通省平成 20･21 年度建設技術研究開
発費補助金総合研究報告書 
<http://www.mlit.go.jp/ tec/gijutu/kaihatu/josei/067houkoku.pdf>, accessed 2012.10, 
(2010) 
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図１ 拠点の保有する超々高層建物モデル 
 
３．研究成果 
 実験は，研究代表者の所属する北京交通大学・土木建築工学科の博士課程学生 Xiaoda XU が
拠点に滞在し，１月から２月にかけて行われた。図１の模型のうち，主たる３１模型について，
地表５ｍレベルでの建物周りの平均風速分布測定が，すべて１６風向について，当初予定どお
りに実施された。 
 

 

 

 

 

 

 

 

(a)正方形直模型          (b)90ヘリカル模型         (c)180ヘリカル模型 

 

 

 

 

 

 

 

             (d)270ヘリカル模型        (e)360ヘリカル模型 

図２ 正方形直模型およびヘリカル模型周りの風速比分布(風向0) 



  

 

 

 

 

 

 

              (a)隅切り模型        (b)隅欠き模型 

図３ 隅切り模型，隅欠き模型周りの風速比分布(風向 0) 

 

 

 

 

 

 

         

 (a)２テーパー模型          (b)４テーパー模型           (c)セットバック模型 

図４ テーパー模型およびセットバック模型(風向0) 

 

 

 

 

 

 

 

(a)２／２４交差開口模型      (b)５／２４交差開口模型    (c)１１／２４交差開口模型 

 

 

 

 

 

 

 

(d)２／２４交差開口模型      (e)５／２４交差開口模型    (f)１１／２４交差開口模型 

図５ 開口模型(風向 0) 

 図２～図５に，実験した模型のほぼ半数の１６模型（正方形直模型，ヘリカル模型，隅
切り模型，隅欠き模型，テーパー模型，セットバック模型，および開口模型）の風向 0の
場合の平均風速比分布を，参考のため示した。ヘリカル模型での風速比の偏り，隅切り模
型や隅欠き模型などでの風速比の低減，強風域の低減効果が認められるなど，多くの新し
い知見が得られた。 



 なお，平成２６年２月３日に，高層建築物の周辺気流と風環境評価に関して，最新の研究
の現状や問題点を把握し，今後取り組むべき課題を議論すべく，「高層建築物の周辺気流に関
する研究集会」を開催した。６名の研究者による講演と，７７名の参加者を得て，活発な意見
交換がなされた。本報告書の末尾３頁にわたって，開催主旨および案内，プログラム，研究集
会の様子(写真)，参加者名簿，およびプロシーディングス（全２６頁）の表紙を示した。 
 
４．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者には下線） 
 

〔雑誌論文〕（計  件） 

〔学会発表〕（計 １件） 

 田村幸雄：共同研究の現況報告，「高層建築物の周辺気流に関する研究集会」，2014 年 2 月 3 
      日，東京  

〔図書〕（計  件） 
〔その他〕 
産業財産権，ホームページ等 
 

（本年度後半から研究打ち合わせ，実験準備，実験，解析を行ったため，今年度の実験結果に
基づく成果の発表論文等は未だない。） 
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   東京工芸大学・風工学共同研究拠点・研究集会（2014 年 2 月 3 日）のご案内 

 

  高層建築物の周辺気流に関する研究集会 
 

高層建物や超高層建物の周辺で，局所的に風速が強くなることが知られており，1970年代には
浜松町世界貿易センタービルや新宿副都心の超高層ビル群の周辺で，ビル風の問題がクローズア
ップされました。その後，多くの研究がなされ，風環境評価指標などが整備されてきました。近
年，市街地再開発や高層集合住宅群の建設などで，風環境の問題が再びクローズアップされてお
り，ビル風のため横断歩道が渡れない，自転車が転倒するなどの事故例も報告されております。
港区では，2013年7月1日に港区ビル風対策要綱が施行され，良好な風環境維持のための規制強化
が図られました。また，従来の，年間を通しての平均的な風環境評価や，快・不快を基準とする
評価指標では，事故に繋がるような強風問題を適切に評価できないなどの問題点もあり，別の評
価指標の検討も望まれています。 
東京工芸大学・風工学共同研究拠点の今年度の研究テーマに「種々の断面形状 を有する超々

高層建築物の周辺気流に関する研究」（研究代表者： Prof. Qingshan Yang，北京交通大学）が採
択され，建物形状変化によってどのように，周辺気流状況が改善されるかという観点から研究が
行われています。 

本研究集会では，高層建築物の周辺気流と風環境評価に関して，最新の研究の現状や問題点を
把握し，今後取り組むべき課題を議論いたします。奮ってご参加いただきたく，ご案内申し上げ
る次第です。 

 

と き： 2014 年 2 月 3 日 9:30～12:30 

ところ： 東京工芸大学中野キャンパス・芸術情報館 1 階ホール（東京都中野区本町 2-9-5） 
東京メトロ丸ノ内線／都営地下鉄大江戸線・中野坂上駅，1 番出口から徒歩７分 

問合先：    東京工芸大学・風工学研究拠点・建築構造 II 研究室 046-242-9547  

江藤美鶴 etoh@arch.t-kougei.ac.jp 

＜同日午後の 13:30～17:00 には，関連して「様々な形状の超々高層建築物の耐風設計に関する
研究集会」を開催致します。こちらへのご参加も，是非お願い致します。＞ 
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東京工芸大学風工学共同研究拠点 研究集会 

  高層建築物の周辺気流に関する研究集会 

プログラム 
09:30 - 09:40 開会挨拶，共同研究の現状報告 

田村幸雄（東京工芸大学） 

09:40 - 10:05 ビル風問題の実状 (施主の想い，設計者の立場，コンサルの対応，行政

の判断，住民の気持) 

中村修（(株)風工学研究所） 

10:05 - 10:30 身近なビル風問題と課題 

藤井邦雄（(株)風環境リサーチ） 

10:30 - 10:55 風環境評価におけるガストファクターの扱い 

西村宏昭（(一財)日本総合建築試験所） 

10 分休憩  

11:05 - 11:30 領域気象モデルによる風環境評価のための標準上空風データの整備 

義江龍一郎（東京工芸大学） 

11:30 - 11:55 CFD による建物周辺の風環境予測：現状と課題 

富永禎秀（新潟工科大学） 

11:55 - 12:20 超高層建築物の周辺風環境への影響評価 

今野尚子（(株)竹中工務店） 

12:20 - 12:30 閉会挨拶  

Qingshan YANG（北京交通大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 2 月 3 日の研究集会（於：東京工芸大学・芸術情報館）の様子 
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(全２６頁) 

 

 

 

 

 

 


